
  

  

 

 

 

厳しい寒さが続きますが、皆様いかがお過ごしでし

ょうか。 

弊部では 13 日(土)の根津神社参拝をもって練習を

再開いたしました。春季リーグ戦での勝利を目指し、

日々努力を積み重ねている最中です。また、東京大学

では現在期末試験を迎えており、選手は練習と試験勉

強を両立すべく、せわしない日々を送っております。 

 今後とも温かいご声援のほどよろしくお願いいた

します。 

 

  

 今回の特集は、「◯◯に挑む！」です。趣味や勉強な

ど、野球以外の分野で挑戦したいことについて語って

もらいました。 

 

岩田 昂之（新 4年・内野手・国立） 

 僕が挑みたい相手はレバーです。レバー (英

語:liver)とは、肝臓のことである。肝(きも)と呼ばれ

ることもある。日本でレバーというと、食用の、家畜

や家禽の肝臓を指すことが多い(Wikipedia)。ビタミ

ンやミネラルなどの栄養が豊富に含まれていて、身体

づくりにはもってこいの食材のようです。僕はその味

が非常に苦手なので、すすんで食べようとは全く思い

ません。もしどうしても食べざるを得ないような状況

が来たとしても、やはりなるべく食べないようにする

と思います。 

 

 

阿部 篤生（新 3年・投手・灘） 

 僕が 2018 年野球と両立して頑張りたいと思ってい

ることは医学部の勉強です。春から大学の学年も 3年

となり専門課程の授業が本格的に始まります。もとも

と内容に興味があったので授業自体は楽しいのです

が、とにかく拘束時間が長いので大変です。また野球

部内に同じ学科の人がいないのもつらいです。まずは

友達を作るところから頑張りたいと思います。 

 

 

北澤 恭（新 3年・外野手・松本深志） 

 野球部では新 3年を中心に、囲碁が空前のブームと

なっています。大鳥(新 3年・外野手・早稲田実業)の

勧めで始めた何人かが、教養学部前期課程で開講され

る囲碁の授業を受講するなど各々実力をつけ、日々鎬

を削っています。そんな中、今年はアマチュア初段に

ごあいさつ 
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挑む、という目標で力を伸ばしていきたいと意気込ん

でいます。思考力、閃き、ライバルとの競争といった

囲碁の要素は野球にも生きるかもしれません。いずれ

にせよ、飛躍の年に出来たらと思います！ 

 

 

武隈 光希（新 2年・外野手・鶴丸） 

 一誠寮に入寮していない僕は現在姉と 2人暮らしを

しており、食事は基本的に姉が作ってくれます。しか

し社会人になれば自炊しなければなりません。そのた

めにもこの時期から少しずつ料理の腕を上げていき

たいと思います。目指すは速水もこみち系男子。とり

あえずオリーブオイルを揃えるところから始めたい

と思います。 

 

 

玉村 直也（新 2年・マネージャー・渋谷教育学園幕張） 

 2018年自分が挑みたい相手は経済学部です。東京大

学には、大学 1、2年時の成績をもとに大学 3、4年時

の学部を選択するという恐ろしい制度が存在します。

僕は法学部を目指して文科 I 類を受験したのですが、

最近経済学部へと興味が移ってきました。そのため試

験で好成績を残し、何としてでも進学選択で経済学部

に行かなくてはなりません。しかしながら大変不幸な

ことに僕は「危機感を抱かないと勉強できない」とい

う性質を持ち合わせております。どなたか常に危機感

を与えてくださる方を募集中です。 

 

 

 

  

前回のメルマガで配信いたしましたお年球企画に、

今年もたくさんのご応募を頂きました。ありがとうご

ざいました。正解を発表いたします。 

 

 

東大野球部員のうち、ある 2 人の出身高校は？とい

う問題でした。黄色のマスに入る文字は「よ」、「う」、

「な」、「し」、「ん」の 5 文字。これら 5 文字を並べ替

お年球企画の答え 



えてできる高校名は、 

「しょうなん(湘南)」 

でした！ 

ある 2 人とは柳田副務(新 3 年)と笠原内野手(新 2 年)

のことですね。 

 

正解された方々、おめでとうございます。抽選の結

果は既にメールでお送りしておりますので、応募して

くださった方は必ずご確認ください。 

 お年球企画は来年も行う予定ですので、どうぞお楽

しみに！ 

 

 

今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

新しい年を迎え、キャンプや例年よりも多く開催予

定のオープン戦、そして春季リーグ戦と差し迫ってき

ました。レギュラー争いも熱を増していますが、怪我

なく万全の状態でリーグ戦に挑めるよう、選手一同努

めてまいります。 

次回は「愛を込めて…」と題し、普段お世話にな

っている先輩、仲のいい同期、後輩に感謝と愛の気

持ちを述べてもらいます。どうぞお楽しみに！ 

今後とも東大野球部をよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

編集後記 


